
 
 
 
 
 

 
 

 

○ 特別支援学校では、障がいのため通学して教育を受けることが困難な児童生徒に

対して、教員が家庭や病院等を訪問して指導を行っています。一人一人の病気や障

がいの状態に合わせた教育課程を編成し、個別の指導計画に基づいて指導を行いま

す。病気や障がいが改善されて通学が可能な状態になれば、学校での教育に変更す

ることもできます。 
 

○ 訪問教育を設置している学校 

 長良特別支援学校、岐阜本巣特別支援学校、羽島特別支援学校、揖斐特別支援学校、

大垣特別支援学校、海津特別支援学校、郡上特別支援学校、関特別支援学校、 
可茂特別支援学校、東濃特別支援学校、恵那特別支援学校、下呂特別支援学校、 
飛騨特別支援学校、飛騨吉城特別支援学校、各務原市立かがみがはら支援学校 

 

○ 指導内容 

  ・一人一人に応じた指導目標や内容等を明確にした個別の指導計画を設けて指導し 
ます。 

  ・学校に登校（スクーリング）し、友達とかかわり合いながら集団活動を行う機会
を設けています。 

 

○ 指導回数と指導時間 

  ・指導回数・・・週３日程度 

  ・指導時間・・・１日２時間程度 
 

○ 病院への訪問教育については、主治医・看護師との連携のもと、児童生徒の状態

に応じて弾力的に指導時間が設定されます。 
 

 

 

 
 

○ 特別支援学校では、たんの吸引や経管栄養等の医療的ケアが必要な児童生徒のた

めに、当該学校に常勤講師及び医療的ケア非常勤専門職として看護師を配置し、主

治医の診療情報提供書・指導医の指示書に基づいて医療的ケアを行っています。 

小・中学校等における医療的ケア実施体制を支援するため、市町村に対して、マ

ニュアルや実践事例の情報提供、特別支援学校に勤務する看護師や担当教員による

相談支援、訪問支援等を実施しています。 

 

○ 医療的ケアを実施している学校（令和８年度）  

 岐阜聾学校、長良特別支援学校、岐阜希望が丘特別支援学校、 
岐阜本巣特別支援学校、羽島特別支援学校、揖斐特別支援学校、大垣特別支援学校、 
郡上特別支援学校、関特別支援学校、可茂特別支援学校、東濃特別支援学校、 
恵那特別支援学校、飛騨特別支援学校高山日赤分校、岐阜市立岐阜特別支援学校、 
各務原市立かかみがはら支援学校 

訪訪問問教教育育ににつついいてて  

医医療療的的ケケアアににつついいてて  
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  特別支援学級等の紹介 
 

 
 
 

 
 
 

 特別支援学級では、児童生徒の自立と社会参加を図るために、一人一人の障がいの

種類や特性などに配慮しながら、小学校、中学校、義務教育学校に準じた教育を行っ

ています。きめ細かな対応ができるように、少人数の編成がなされており、一人一人

に応じた効果的な指導が行われています。 

 指導内容によっては、通常の学級の児童生徒と一緒に学習や活動ができるように配

慮されています。 
 なお、障がいの種類に合わせて下記のように特別支援学級が設置されています。 

 

           ・知的障がい特別支援学級        
           ・肢体不自由特別支援学級      
           ・病弱・身体虚弱特別支援学級 

           ・難聴特別支援学級             
           ・自閉症・情緒障がい特別支援学級 
 
 
 
 

 
 

 
 小学校、中学校、義務教育学校、高等学校や特別支援学校では、交流及び共同学習
に力を入れています。交流及び共同学習には、相互の触れ合いを通じて豊かな人間性
を育むことを目的とする「交流」の側面と、教科等のねらいの達成を目的とする「共
同学習」の側面があります。交流及び共同学習は、同じ社会に生きる人間として、互
いを正しく理解し、共に助け合い、支え合って生きていくことの大切さを学ぶ機会と
なります。 
具体的には以下の活動が計画的、継続的に行われています。 

 

・小学校、中学校、義務教育学校、高等学校と特別支援学校との交流及び共同学習 

・通常の学級と特別支援学級との交流及び共同学習 

・特別支援学校と地域社会との交流 

・障がいのある児童生徒が住んでいる地域での交流及び共同学習（交流籍校交流） 
 
 
 
 
 
 
 

特特  別別  支支  援援  学学  級級 

 

交交  流流  及及  びび  共共  同同  学学  習習   
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＜小学校・中学校・義務教育学校＞ 
言語や聴覚、情緒などに障がいのある児童生徒や、ＬＤ、ＡＤＨＤなど発達障がい
のある児童生徒が、小学校、中学校、義務教育学校の通常の学級で学びながら、概ね
週１～３時間程度の障がいに応じた専門的な指導を受けることができます。 
  なお、障がいの種類に合わせて下記のように通級指導教室が設置されています。 
 
           ・言語障がい通級指導教室 
           ・自閉症通級指導教室 

・ＬＤ・ＡＤＨＤ等通級指導教室 
 
 
＜高等学校＞ 
発達障がい及び発達障がいの疑いのある生徒が、概ね月１時間程度～週２時間程

度、少人数または個別の指導を受けています。 
 なお、高校における通級による指導は、以下のような種類に分かれています。 
   
 ・自校型：在籍する学校で受講（授業内で実施） 
 ・他校型：主に在籍する学校以外で受講（現在は日曜日に実施） 

・巡回型：各地域の拠点校通級専任教員が地域内の高等学校を巡回し、在籍 
する学校で受講（主に放課後に実施） 

 
 
〇通級による指導の展開状況 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

通通  級級  にに  よよ  るる  指指  導導 
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通通  級級  にに  よよ  るる  指指  導導 

 

 

〇自校型実施校（週２時間程度） 

岐阜地域  華陽フロンティア（通）高等学校、山県高等学校 

西濃地域  不破高等学校        

美濃・可茂地域 東濃高等学校 

東濃地域  東濃フロンティア高等学校 

飛騨地域  飛騨高山（通）高等学校 

 

 

〇他校型実施地域（年 10回 35時間程度） 

飛騨地域  指導実施校 飛騨高山（通）高等学校 

 

 

〇巡回型実施地域（多くは月１時間程度） 

岐阜地域       拠点校 岐阜北高等学校  

西濃地域     拠点校 大垣北高等学校 

美濃・可茂地域    拠点校 関高等学校 

  東濃地域（多治見地区） 拠点校 東濃フロンティア高等学校 

  東濃地域（恵那地区） 拠点校 恵那高等学校 

 
 
 
〇通級による指導の受講者数の推移         各年度 5月 1日 

 

 
 

年度

種別

3 15 16 27 45 53 49 46 51

6 10 8 11 16 11 8 9 10

39 78 140 172

9 25 24 38 61 103 135 195 233計

6 7 8

自校型

他校型

巡回型

平成30 令和元 2 3 4 5
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通通  級級  にに  よよ  るる  指指  導導 
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〇自校型実施校（週２時間程度） 

岐阜地域  華陽フロンティア（通）高等学校、山県高等学校 

西濃地域  不破高等学校        

美濃・可茂地域 東濃高等学校 

東濃地域  東濃フロンティア高等学校 

飛騨地域  飛騨高山（通）高等学校 

 

 

〇他校型実施地域（年 10回 35時間程度） 

飛騨地域  指導実施校 飛騨高山（通）高等学校 

 

 

〇巡回型実施地域（多くは月１時間程度） 

岐阜地域       拠点校 岐阜北高等学校  

西濃地域     拠点校 大垣北高等学校 

美濃・可茂地域    拠点校 関高等学校 

  東濃地域（多治見地区） 拠点校 東濃フロンティア高等学校 

  東濃地域（恵那地区） 拠点校 恵那高等学校 

 
 
 
〇通級による指導の受講者数の推移         各年度５月１日 
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